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(対象と方法) 横断研究： 2003 年 7 月から 2008 年 7 月までに，筑波メディカルセンターつくば総合
健診センターにおいて，人間ドックを 1 回以上受診した男女計 1207 名（男性 967 名，女性 240 名，平
均年齢 51.7 ± 8.4 歳）を対象とした．脂肪肝は腹部超音波検査により診断した．食習慣の調査は自記式
の質問紙を用いて，「早食い」，「欠食」，「間食」，「外食」などの有無を聞き取った．食習慣の各項目間に











縦断研究：同人間ドック受診者のうち，2003 年 7 月から 2008 年 7 月に 2 回以上受診し，75g 経口糖負





菜をあまり食べない」と回答した者のオッズ比（OR）は 2.01（1.32 – 3.08），P < 0.01 と有意であり，性
別，年齢，BMI、アルコール摂取量、身体活動、喫煙で調整後も「野菜をあまり食べない」食習慣は有
意に脂肪肝と関連していた［OR 1.80 （1.17 – 2.78），P = 0.01］．  
縦断研究：5 年間の追跡期間中，102 名（男性 79 名，女性 23 名）が IFG（6 名），IGT （93 名），T2DM
（3 名） を発症した．平均観察期間は 2.4 ± 1.2 年であった．IFG，IGT，T2DM 発症における「早食
い」の OR は 1.59（1.08 – 2.35, P = 0.02）と有意であったが，その他の食習慣の項目はいずれも有意差



















い」は BMI の上昇を介して NAFLD の関連因子となっている可能性が示したことにある．今後，調査の
対象数および項目を増やし，NAFLD の食習慣の異常に関するさらなる解析とその成果に期待したい． 
 
平成 28年 1月 26日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った．その結果，審査委員全員が合格と
判定した． 
よって，著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
